
地域林業・木材産業機械設備リース導入支援事業（拡充）

【平成29年度概算決定額 １４１，１４０（２１５，２１６）千円】

事業のポイント
木材の低コスト生産に必要となる林業機械や品質・性能の確かな木材製品

の安定供給に必要となる木材加工設備のリースによる導入を支援します。

＜背景／課題＞

・戦後植林した人工林が本格的な利用期を迎える中、この資源を活用した林業の成長

産業化を実現していくためには、国産材の安定供給体制を構築することが必要です。

・このためには、川上においては、効率的かつ低コストな木材生産の実施に必要とな

る高性能林業機械の導入や貸付け、川下においては、品質・性能の確かな木材製品

の安定供給に必要な木材加工設備の導入を加速化していくことが不可欠です。

・近年、副業等により自ら施業を行う森林所有者等が、林業の担い手として、また、

地域活性化の主体として注目されており、こうした者の育成も図りつつ、森林資源

のフル活用による地域の活性化や林業の成長産業化に着実に結びつけていくことが

必要です。

政策目標
高性能林業機械を使用した素材生産量の割合を向上
（約６割（平成25年度）→７割（平成32年度））

＜内容＞
１．高性能林業機械等リース導入支援

木材生産を効率的かつ低コストで実施する上で必要となる高性能林業機械の導入

（協定等に基づき共同で木材供給を行う者への貸付け目的での導入を含む）

や、地域の多様な担い手の育成を促進するための小型林業機械等の導入をリースに

より支援します。

２．木材加工設備リース導入支援
品質・性能の確かな木材製品を安定的に供給する上で必要となる木材加工設備等

の導入をリースにより支援します。

＜補助率＞
定額

＜事業実施主体＞
民間団体

＜事業実施期間＞
平成２８年度～３２年度（５年間）

担当課：１の事業 林野庁経営課 （０３－３５０２－８０５５）

２の事業 林野庁木材産業課（０３－６７４４－２２９２）


